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平成27年度フォローアップ結果 

評点区分：おおむね順調に進んでいる 

全体を通した所見 

○ 地域密着型研究拠点大学の形成を目指し、大学改革の一環として、本事業を明確に位置

付け、URA 強化を含め、学長のリーダーシップの下、着実に事業が展開されつつあり、お

おむね順調に進んでいることが確認された。今後、持続的発展に向けた方策の検討を期待

したい。 

特に優れた点 

○ 国際先端医学研究拠点施設及び国際先端科学技術研究拠点施設の設置による国際共同

研究の加速化の推進、テニュアトラック制の活用による国際的な視野に立った若手研究人

材の確保など、国際的に優れた研究者を確保するための意欲的な取組が見られる。 

期待する点 

○ 従来からのURA類似職と本事業によるURA職をどのようにして統合し、大学全体の教

員・職員の組織・機能の強化に結実させるかの全学的ロードマップを検討することが期待

される。 

また、URAの教育の視点からの取組の充実も期待したい。 



（機関名：熊本大学） 

平成27年度フォローアップ結果コメントに対する事業の課題と展望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究大学強化促進事業推進委員会コメント 

 
○ 展望に沿った着実な取組と今後の展開を期待する。URAの人事制度面の整備については、
早期の実現が望まれる。 

 

① URA の人事制度  
現在、URA 及び URA 類似職が本学の管理運営、発展等に積極的な役割を果たすために必要な人事システム

改革が進展中である。また、IR室にURAを参画させ、経営支援、執行部の補佐機能など、多様な役割に対応し
ている。 

URA の人事制度及びキャリアパスに関しては、その類似職も含め高度専門職として位置づけ就業規則、雇用規
則、給与規則等の改正を平成２９年度までに完了する。なお、「URA スキル標準」を平成 27 年度に策定し、評
価については既に実施しているところである。加えて、URA 研究員制度のもと、URA 研究員を雇用し、URA の補助
者として URA の業務に直接携わり、URA と共に行動することで、その知識や技術を修得させており、主に大学院学
生を、これまで延べ５名雇用している。 

②URA の教育制度 
スキル標準に基づく「必須研修」としての申請書作成スキル、研究力分析スキル、プレゼンテーションスキル等をベ

ースに URA 各人のキャリアや業務内容に応じた「固有スキル習得研修」を組みあわせて実施し、効果的な URA の
育成を図っている。また、これまでの取組や課題を共有し連携強化を図るために、九州地区での URA 連携シンポ
ジウムを平成 28 年度中に開催し、複数機関によるURAの合同研修等を企画している。 

③国際共同研究の推進  
生命科学、自然科学、人文社会科学の 3 分野に国際共同研究拠点を置き、国際コーディネータ等を配置して

いる。各拠点では、研究者、国際コーディネータ、URAをメンバーとする定例の拠点会議を開催し、協働体制に
よる取組を推進している。その結果、生命科学系及び自然科学系においては、それぞれ国際先端医学研究機構
(平成 27 年設置)、国際先端科学技術研究機構(平成 28 年設置)を国際水準の研究環境を先導する研究組
織として創設するに至った。人文社会科学系においてもより一層の国際化を推進しようとするところである。 


